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はじめに ャノヒーの高さ；ほぼ2週間に 1回程度実施
草原は面積で世界の陸上生態系の約 1/3を占めて Il 解析方法
いるので(Adamset al., 1990)、草原の CO2フラソ
クスは地球レヘルでの炭素収支に対する重要な役割 渦相関法を用いてデータを分析した。渦相関法に













速 (KaijoDenki Co., Tokyo, Japan, Model DAT-100, 
20 cm pa th length) ; 観測高度は 2m。2)C02i農度
変化 (Advanet,Okayama, Japan, Mode I E900B, 20 cm 
path length) ; 観測高度は 2m。3)光量子密度(Koito
Industrious LTD., Yokohama, Japan, Model 
IKS-25) ; 観測高度は 1.Sm。4)葉面積指数 LAI
(LI-COR, Inc., Lincoln, NE, Model LI-2000)とキ
＊筑波大学·院•生物科学 ”筑波大学生物科学系
F, = p w'c' (I) 
ここで、 p は空気密度、 w'は風速の垂直成分の変
動、 c'はCO2の濃度変動を示す。
IV 結果






草原の日中の最大凡は約 60μmo!m―z s-1 (7月）か
ら約 15μmo!m―z s-1 (11月）の間で変化した。 1日の
正味Eは0.75molm―2d I (6月）から 0.14μmo! m 2 
d-1 (11月）の間で変化した。このようにFは植生の
季節変化(phenoI ogy)により異なっていることがわ
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図 l 1時間ことの CO2フラノクス(F;)と光合成有効光量子密度(PPFD)の日変化
図2は 1時間ごとの EとPPFDとの関係を示す。
図中の実線は







行った結果、 a は 0.033士0.002SDmol CO2 (mol 
photon)-1であった。年間の平均暗呼吸速度(R)は一
6.78μmol m-2炉であったので、キャノピーの光補
償点(F,= 0でのPPFDの値）は210μmolphoton m-2 s・1 
となった。この値は Andersonet al. (1986)による
sorghum(LAI=3. 7)での光補償点(211μmolphoton 
m-2 sりに近似しており、また Kimand Verma(l990) 
にいる C4優勢する草原(LAI=3.2)での結果(260-















y = O.OJJx/(1 + x(0.033/(47.69 -6.78)-1/2000)) + 6.78, 
n = 1576, r2 = 0.78 
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図2 1時間ことのco,フラノクス(F)の光 光合成曲線， 5月下旬から 1上旬までの値をプロソトしてある
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